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２ ワークショップの結果 
 

出された意見をテーマごとに分類した結果を下記に示します。 

 

１ 通学路に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○成田中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○成田中学校区 

○久住中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

 

主な現状 

・学校が遠い 

・通学路で危険な箇

所が多い 

・バス通学で体力が

付かない 

・バスの本数が少な

い 

・バス通学で体力が

付かない 

・通学路の歩道が危

ない 

・集団登下校が必要 

・学校が遠い 

・送迎の親への依存

が強い 

・登下校の安全が心

配 

・自転車の乗り方が

悪い 

・バス通学で体力が

付かない 

・部活動の時間と登

下 校 時 の 安 全 面

の確保が難しい 

・登下校の道のりの

安全面が心配 

・学区が広いため、

通学が大変 

・車での送迎が多

く、体力づくりの

観点から心配 

・中学生の部活終了

後 の 帰 宅 時 の 安

全性が心配 

今後必要

なこと 

・児童専用の道路を

つくる 

・通学路の整備、舗

装をする 

・スクールバスを作

る 

・小学校も自転車通

学にする 

・地域の人にボラン

テ ィ ア で パ ト ロ

ールしてもらう 

・集団下校を増やす 

・冬の下校時間をも

う少し早くする 

・通学路の安全面で

の配慮がほしい 

・通学路の環境整備 

・スクールバスの充

実（中学生も乗れ

るようにする） 

・小型の自動車を使

って、自宅の近く

ま で 送 迎 で き る

ようにする 

・バス通学を自転車

通学にする 

・交通安全指導を実

施する 

・常時使えるスクー

ルバスの整備 

・地域の方やＰＴＡ

と 協 力 し た パ ト

ロールの実施 

・警察と連携した交

通 安 全 教 室 の 実

施 

・中学校も遠距離の

子 は バ ス 通 学 に

する 

・通学路を整備する 

・小学校で集団登下

校を検討する 

・地域の方の協力に

よ る 見 守 り 活 動

の実施 

・小学生の集団登下

校の実施 

・自転車専用の歩道

の整備 

・通学路の整備 

・通学指導の実施 

 

②まとめ 

通学路については、「学校が遠い」、「通学路の安全」、「スクールバスと自転車の利

用」に関する意見が多く出されました。 

今後については、登下校時の安全の確保に関する取り組みが重要であるとの意見が

多くなっています。  
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２ 部活動に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○成田中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○久住中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

 

○成田中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○吾妻中学校区 

○大栄中学校区 

 

○成田中学校区 

○久住中学校区 

○吾妻中学校区 

○大栄中学校区 

主な現状 

・部活の指導者がほ

しい 

・部活の種類が少な

い 

・部活の時間が短い 

・部活に真面目に取

り組んでいる 

・生徒、児童数が少

な い の で 競 争 心

が芽生えない 

・部活の時間が長く

て な か な か 勉 強

できない 

・なくなってしまっ

た部活動がある 

・学校によって部活

に か け て い る 時

間が違う 

・学校の生徒数によ

っ て 困 難 な 部 活

がある 

・部活の指導者がい

ない 

・部活の顧問が先生

方 の 負 担 に な っ

ている 

・部活動の人数が少

ない 

・中学校の部活の数

が少ない 

・下校時間の関係で

部 活 動 の 時 間 に

制限がある 

今後必要

なこと 

・部活でタブレット

を使いたい 

・部活の種類を増や

す 

・土曜日に部活をや

る 

・部活の時間を増や

す 

・指導者に地域の人

や保護者、大学生

を活用する 

・部活動の顧問を経

験 者 の 先 生 に お

願いする 

・地域の人材を活用

する 

・残す部活を早く決

める 

・ない部活は別の中

学 校 と 合 同 で 実

施する 

・部活動の時間を確

保する 

・地域の人材を活用

する 

・部活の種類を増や

す 

・中学校の部活の格

差をなくす 

・部活の学校単位か

らの脱却 

・複数の学校で部活

の合同実施 

・小学生の活動する

運 動 チ ー ム が 近

くにあるとよい 

・地域の人材を活用

する 

・小中学校で部活の

交流の実施 

 

②まとめ 

部活動については、「部活数の減少」、「部活の指導者の確保」、「部活動の時間の確

保」に関する意見が多く出されました。 

今後については、他校との合同による部活動の実施校をより拡大し、さらに、部活

の時間数の増加、部活動の指導者への地域人材の活用などが必要な取り組みとして挙

げられています。 

 

  



7 

３ 英語教育・国際交流に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○遠山中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○公津の杜中学校区 

主な現状 

・もっと外国の人と

関 わ り を も ち た

い 

・英語の授業は週４

～ ５ 日 あ る の で

十分である 

・空港が近いのにあ

ま り 活 用 で き て

いない 

・英語の授業を小学

校 か ら 実 施 し て

いる 

・英語教育が充実し

ている 

・英語を生活科で取

っているので、生

活 科 の 時 間 が 足

りない 

・小学校は英会話な

ので、中学英語に

入りやすい 

・英語教育が充実し

ている 

・図書館に英語の本

が少ない 

・英語教育が充実し

ている 

今後必要

なこと 

・英語の授業を小学

校から徹底する 

・もっと使える英語

を勉強する 

・授業で外国人との

交 流 の 機 会 を 増

やす 

・空港を利用した授

業をする 

・実際に使える英語

を勉強する 

・既存の英語教育を

見直す 

・英語教育をもっと

充実する 

・英語図書を充実す

る 

・英語でのコミュニ

ケ ー シ ョ ン 力 を

付ける 

・成田国際高校と連

携をとる 

・外国人との交流機

会 や 会 話 の 機 会

を増やす 

・自分の意見を発表

する場を与える 

・既存の英語教育を

見直す 

・英語の教科化に向

けて、教職員全員

の 意 識 を 向 上 す

る 

・市や学校で研修を

実施する 

・キャリア教育等で

空港を活用する 

・図書館に英語の本

を増やす 

・各学校のＡＬＴの

配置を継続する 

・外国人との交流機

会 や 会 話 の 機 会

を増やす 

・英語を使う機会を

つくる 

・英語教育をもっと

充実する 

・空港を活用して語

学力をつける 

・実際に使える英語

を勉強する 

・高学年でフィール

ド ワ ー ク を 取 り

入れる 

・ボランティア活動

等 を 通 じ て 外 国

人 と の 交 流 を 推

進する 

・英語でのコミュニ

ケ ー シ ョ ン 力 を

付ける 

 

②まとめ 

英語教育については、低学年から英語教育を実施していることを良いとする意見が

多く挙がっています。今後はさらに実践で使える英語の学習、空港を活用した授業や

外国人との交流機会の創出などが必要な取り組みとして挙げられています。 
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４ 土曜授業に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○遠山中学校区 

○西中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

 

○西中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

主な現状 

・土曜日の授業が増

えるのはよい 

・土曜日は習い事が

あるので、授業は

ない方がよい 

・部活に集中したい

ので、ない方がよ

い 

・土曜日は授業を実

施してほしい 

・半日でもいいので

授 業 を し て ほ し

い 

・土曜日の授業か平

日 １ 日 あ た り １

時 限 授 業 を 増 や

す 

・土曜日の学校は習

い 事 が ネ ッ ク で

ある 

・週休２日は子ども

は賛成、保護者は

反対している 

・土曜日の授業がた

だ の 多 忙 化 に つ

な が る の で は 困

る 

・土曜日は習い事が

あるので、授業は

ない方がよい 

・先生の負担が大き

くなりすぎて、通

常 業 務 に 支 障 が

出そう 

・家庭が面倒を見ら

れ な い の で あ れ

ば、土曜授業は仕

方がない 

・カリキュラムの多

さから考えて、土

曜 授 業 は し て ほ

しい 

今後必要

なこと 

・土曜日は体験授業

を実施する 

・１ヶ月に１回程度

やるのはよい 

・土曜日に授業をし

な く て も い い よ

うに、平日の授業

を充実する 

・全部の学校で違う

授業をし、好きな

学 校 に 行 け る よ

うにする 

・授業でわからなか

っ た こ と を き け

る教室にする 

・出たい人だけで出

るようにする 

・土曜日に補習授業

を実施する 

・土曜日の科目は選

択制にする 

・土曜日は体験授業

を実施する 

 

・土曜日は、午前中

に勉強、午後に部

活がよい 

・土曜日に半日授業

を復活する 

・土曜日は先生では

なく、退職された

ボ ラ ン テ ィ ア に

頼む 

・参加型の授業にす

る 

・希望者に試験的に

実施する 

・土曜日は体験授業

を実施する 

・地域との交流を持

つ時間にする 

 

②まとめ 

土曜日の授業の実施については、賛成反対どちらの意見も出されました。反対とし

ての意見は、すでに部活や習い事が入っているので、難しいとの意見が多く挙げられ

ています。賛成の意見としては、通常の授業実施の他に、体験型授業、補習、隔週で

の実施など、様々なアイデアが挙げられています。 
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５ ＩＣＴ（パソコン・タブレットなど）に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○玉造中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○玉造中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○西中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

 

主な現状 

・パソコンやタブレ

ッ ト を 使 っ た 授

業をしてみたい 

・タブレットはなく

ても困らない 

・パソコンルームや

テ レ ビ が 活 用 さ

れていない 

・パソコンのルール

を 先 生 が 決 め て

しまっている 

・ＩＣＴ授業は先生

が や り 方 が わ か

ら な い と 授 業 に

ならない 

・パソコンを使った

授 業 は 分 か り や

すい 

・タブレット教育の

功罪 

・スマホ中毒で漢字

に 弱 く な る の で

はないか 

・子どものスマホ

（特にＬＩＮＥ）

の 使 い 方 に つ い

て 

・情報量に押しつぶ

さ れ な い 教 育 現

場のあり方 

・映像教材の普及で

教 育 力 を ア ッ プ

したいが、自分に

は う ま く 使 え な

い 

・学校に十分な備品

の 数 が そ ろ っ て

いない 

・ＩＣＴはあるが、

あ ま り 活 用 さ れ

ていない 

・特別教室の環境も

大 切 に し て ほ し

い 

・必要ないのではな

いか 

・スマホ等でのいじ

めがある 

・コミュニケーショ

ンが取れない 

今後必要

なこと 

・授業でタブレット

を活用する 

・先生がデジタル教

科 書 を 使 う の は

良いが、生徒は書

か な い と 覚 え な

い の で 使 用 し な

い方がよい 

・パソコンは将来も

使うので、今のう

ち か ら 使 え る よ

うにする 

・使いすぎないよう

にする 

・タブレットの導入 

・ＰＣ等の最新技術

の習得、導入 

・家庭でのコミュニ

ケ ー シ ョ ン を 大

切にする 

・専門的なアドバイ

スをもらい、どう

す る か み ん な で

考える 

・無線ＬＡＮを導入

する 

・デジタル教科書の

導入 

・各学校間の情報や

デ ー タ な ど の 共

有 

・校務を電子化する 

・学校事務用のソフ

ト を 市 内 共 通 で

使 え る よ う に す

る 

・ＩＣＴ教育専門の

職員を配置する 

・情報教育を指導す

る 

・スマホの使い方を

親も勉強する 

・家庭、学校での決

まりをつくる 

 

②まとめ 

ＩＣＴについては、将来の活用を見据えて、さらなる推進を希望する声があるもの

の、情報化の進展に伴う課題についての意見も挙げられています。また、教職員から

は、ＩＣＴを行うための校内の環境整備と校務へのＩＣＴの導入を希望する声が挙げ

られています。  
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６ 学校の設備に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

主な現状 

・体育館が狭い 

・雨の日に室内で遊

べるものがない 

・プールがない 

・トイレが汚い 

・遊具が足りない 

・教室が足りない 

・教室の環境がよい 

・図書館の本の種類

や量が少ない 

・図書館を利用して

いる人が少ない 

・市内の学校によ

り、設備等に格差

がある 

・校舎が古くて暗い 

・図書室の本の数量

が 学 校 に よ り 格

差がある 

・施設の不備を子ど

も た ち が 見 抜 い

ている 

・すべての学級にエ

アコンがある 

・設備、施設に恵ま

れている 

・市内の学校によ

り、設備等に格差

がある 

・恵まれている環境

で 育 っ て い る た

め、物を大切にす

る心が育つか 

・教室数が足りない 

・グラウンドが狭い 

・学校の校舎が足り

ない 

・恵まれている環境

で 育 っ て い る た

め、物を大切にす

る心が育つか 

・設備、施設に恵ま

れている 

・校舎が古い、汚い 

・図書室の本が少な

い 

・校庭が狭い 

今後必要

なこと 

・夏休みにプールを

開放する 

・放課後にグラウン

ドを開放する 

・新しい遊具を、児

童 か ら ア ン ケ ー

ト を と っ て 増 や

す 

・動物を飼育する 

・空き教室を交流の

場にする 

・校内の設備を充実

する 

・雨の日に教室で昔

遊びをする 

・トイレ掃除の回数

を増やす 

・校内の設備を充実

する 

・予算を増やす 

・市の予算配分を子

ども優先にする 

・校舎を増設する 

・市と協議する場を

持つ 

・子どもの要望、ア

ンケートをとる 

・学校のプールを開

放する 

・現状を把握し、予

算計画を立てる 

・校舎を増築する 

・授業のために武道

場を設置する 

・図書室の本を充実

させる 

・市内の学校の格差

をなくす 

・特別教室にエアコ

ンを設置する 

・校内の設備を充実

する 

・リクエスト図書を

活用する 

・各学校で自由に使

え る 予 算 を 増 や

す 

・学校のプールを開

放する 

・備品等を支給する 

 

②まとめ 

学校の設備については、成田市は他に比べて充実しているとの声が挙がっている一

方で、さらなる充実を望む声も多く挙がっています。特に、児童生徒からは遊具や雨

の日の遊び、プールやグラウンドの開放、図書室の充実に関する要望が多く挙がって

います。 
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７ 交流・学校行事に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

主な現状 

・学校にいろいろな

行事がある 

・地域の人とのかか

わ り が あ ま り な

い 

・たてわり班があ

り、いろいろな学

年 と 交 流 が で き

る 

・集団下校がある 

・学校と地域のつな

がりがよい 

・たてわり班があ

り、いろいろな学

年 と 交 流 が で き

る 

・学校にいろいろな

行事がある 

・行事のあとの休み

が多い 

・バザーを実施する

目 的 が 不 明 で あ

る 

・中学校にあがるこ

とに不安がある 

・たてわり班があ

り、いろいろな学

年 と 交 流 が で き

る 

・地域が協力してく

れる 

・学校にいろいろな

行事がある 

・友だち同士の関わ

り方、遊び方がう

ま く い か な い 子

がいる 

・小中連携をもう少

ししてほしい 

・地域の方に頼って

しまっている 

・学区が広く地域間

の交流が難しい 

今後必要

なこと 

・小中学生の交流を

行う 

・他校と関わる機会

を増やす 

・低学年と高学年の

交流を増やす 

・国際交流する機会

を増やす 

・地域全体で交流す

る場を増やす 

・小中学生の交流を

行う 

・他校と関わる機会

を増やす 

・低学年と高学年の

交流を増やす 

・学校行事に地域の

方を招く 

・中学校の部活動見

学会を実施する 

・バザーを文化祭に

する 

・ボランティアなど

に よ る 地 域 と の

交流を実施する 

・各学校のよいとこ

ろを真似する 

・このような意見交

換 会 を 定 期 的 に

実施する 

・人と人のつながり

の 場 を 意 図 的 に

設定する 

・小中学生の交流を

行う 

・他校と関わる機会

を増やす 

・学校に地域交流ル

ームをつくる 

・地域交流コーディ

ネ ー タ ー を 校 内

に配置する 

・保育園、幼稚園の

職 員 と の 情 報 交

換を実施する 

・地域住民にとって

も 「 私 た ち の 学

校」と思えるよう

な 取 り 組 み を 実

施する 

・学年、メンバーを

超 え た 活 動 を 作

る 

・自分の暮らす街を

大 切 に す る 心 を

育てる 

・小中学生の交流を

行う 

・他校と関わる機会

を増やす 

・世代間交流を行う 

・学校行事の内容に

ついて、生徒、保

護 者 の 意 見 を 広

く聞いて見直す 

・地域の人に講師を

お願いし、交流す

る 

 

②まとめ 

交流・学校行事については、各校とも様々な行事や学校内での交流活動を実施して

いるとの意見が挙げられました。一方で、小学校と中学校、他校、地域との連携を深

めたいとの意見が多く挙げられています。  
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８ 給食に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○中台中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○吾妻中学校区 

○大栄中学校区 

 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○大栄中学校区 

 

主な現状 

・残飯が多い 

・給食の量のバラン

スが悪い 

・給食のメニューに

和風が多い 

・給食があまりおい

しくない 

・給食が冷めている

ことがある 

・牛乳嫌いが多い 

・残飯が多い 

・給食があまりおい

しくない 

・給食が冷めている

ことがある 

・給食の量のバラン

スが悪い 

・給食のメニューが

地域で違う 

・残飯が多い 

・給食のメニューに

和風が多い 

・給食の量のバラン

スが悪い 

・給食はおいしい 

・給食のメニューが

子 ど も 受 け し な

い 

・給食のメニューを

工夫してほしい 

今後必要

なこと 

・給食の量やメニュ

ー を も っ と 考 え

る 

・給食に生徒の意見

を取り入れる 

・小学生と中学生の

給食を別にする 

・学校で給食をつく

る 

・他学年と給食で交

流をする 

・給食をバイキング

にする 

・学校で給食をつく

る 

・給食に地元の食材

を使う 

・給食のメニューを

和食中心にし、た

ま に 変 わ っ た メ

ニューにする 

・給食費を無料化す

る 

・給食を通じた食育

の発展 

・業者を変える 

・給食委員会の設置 

・栄養士をローテー

ションする 

・郷土料理を給食に

出す 

・「早寝早起き朝ご

はん」運動の推進 

・給食センターの仕

事内容を知る 

・午前中にお腹が空

くので、軽食を取

る 

・給食費を公費から

出す 

・栄養士をローテー

ションする 

・情報交換を行う 

・給食以外に間食の

時間をつくる 

 

②まとめ 

給食については、あまりおいしくない、冷めている、量のバランスが悪い、残飯が

多いなどのマイナスな意見が多く挙がっています。 

今後については、給食を学校でつくる、児童生徒の意見を取り入れる、地元の食材

を使い食育を行うなどの意見が挙げられたほか、児童生徒からは給食の時間を活用し

た他学年との交流のアイデアが出されました。 
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９ 小中一貫教育に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

 

主な現状 

・全校で運動会を実

施している 

・学年の差があまり

ない 

・全校みんなが仲良

し 

・６年生が中学生に

頼れてしまう 

・上下関係が弱い 

・地域性があり、旧

小 学 校 間 の ま と

ま り に 時 間 が か

かる 

・合併したらＰＴＡ

活 動 は 盛 ん に な

るが、意見がぶつ

か り 合 う の で は

ないか 

・６年生がリーダー

シ ッ プ を 発 揮 で

き る 場 が な く な

らないか心配 

・交流はあっても教

育 は 別 々 に 行 う

べきである 

・少人数で過ごした

子 ど も は 大 勢 に

なることが不安 

・行事が画一化さ

れ、つまらなくな

るのではないか 

・小中学生の時間の

使 い 方 が 違 う の

ではないか 

・教職員の時間の確

保 は ど う な る の

か 

・小５ギャップがあ

る 

・小５・６年生と小

１ 年 生 の 関 わ る

機会がない 

・小中一貫校はメリ

ットがある 

・たてわりでの掃除

で 先 輩 が よ く 指

導をしている 

・小６から中１がス

ム ー ズ に 上 が れ

る 

・中学生と小学生の

壁がなく、声を掛

け合っている 

・小中一貫校には賛

成である 

今後必要

なこと 

・小中の行事をわけ

る 

・６年生という自覚

を自分でもつ 

・学年の合同授業を

もっと増やす 

・先生と相談し、学

年 で 話 し 合 う 時

間 を つ く っ て も

らう 

・小中一貫校になっ

ても制服、伝統行

事を残す 

・小中一貫校のメリ

ッ ト と デ メ リ ッ

トを知る 

・異学年の子どもが

交 流 で き る 機 会

をつくる 

・小中一貫校になっ

ても制服、伝統行

事を残す 

・スクールバスを充

実する 

・かけこみ相談室を

設置する 

・相互理解をする 

・交流を計画的に実

施する 

・中学生にもスクー

ル バ ス を 導 入 す

る 

・地域の良さを洗い

出 し た 教 育 計 画

を立案する 

・みどり学園の様子

を見学する 

・小中別の活動を充

実する 

・中学生が小学生の

学習を指導する 

・小中は同じ校舎で

過ごす 

・高校まで地域で生

活する 

 

②まとめ 

現在小中一貫教育を実施している下総中学校区からは、小中一貫校であることで、

全校生徒の仲が良い、学年の差があまりないというプラスの意見と６年生としての自

覚が芽生えにくい、小５ギャップがあるなどの特有の課題が挙げられました。また、

今後、統合を検討している中学校区からは、メリット・デメリットを知りたい、伝統

行事を続けてほしい、下総みどり学園の見学がしたいなどの意見が挙げられました。 
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10 学校の規模・学区に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○大栄中学校区 

 

○成田中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○大栄中学校区 

○成田中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○大栄中学校区 

 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

主な現状 

・近くに住んでいる

友達が少ない 

・学区が狭いので、

友 だ ち 同 士 で 遊

び に い け る 場 所

が 限 ら れ て し ま

う 

・学校の学区が狭い 

・中学校に入学した

と き の 学 区 に よ

る関係性が浅い 

・大規模校の児童が

多すぎる 

・市内で児童数の差

がありすぎる 

・少人数のため、６

年 間 ク ラ ス 替 え

ができない 

・児童数の問題でで

き な い 行 事 が あ

る 

・学力や運動能力に

差がある 

・小規模校のメリッ

トもある 

・単学級はメリッ

ト、デメリットど

ちらもある 

・家庭数が少ないの

で、ＰＴＡを探す

のが大変 

・地域の子どもの数

を増やしたい 

・競争できる環境が

必要ではないか 

・人数が少ないの

で、雰囲気がよい 

・単学級で人のかか

わりが少ない 

・同中学校区内でも

小 学 校 の 人 数 に

差がある 

・ＰＴＡ役員の確保

が難しい 

・小規模校は全員の

名 前 が 覚 え ら れ

る 

今後必要

なこと 

・学校の人数を増や

す 

・学区を広くする 

・遊びにいける範囲

を広くする 

・楽しいイベントや

施設をつくり、人

が 集 ま る よ う に

する 

・学区を見直す 

・小学校と中学校を

統一する 

・他の地域の成功例

を参考にする 

・希望する学校に行

けるようにする 

・同じ小学校から２

つ の 中 学 校 に 行

か な い よ う に 区

域 の 違 い を な く

す 

・学区を見直す 

・小学校の整理、統

合を進める 

・中学校の学区の見

直 し を 短 期 間 で

行う 

・自分のやりたいこ

と を 学 べ る 環 境

づくり 

・小中一貫校をつく

る 

・発達段階に応じた

教育の整備 

・学区を見直す 

・同じ小学校から２

つ の 中 学 校 に 行

か な い よ う に 区

域 の 違 い を な く

す 

・学校間の交流を計

画的に行う 

・少子化対策を行う 

・生徒数に応じた教

育の確立 

・学区編成の際には

保 護 者 の 意 見 も

取り入れる 

 

②まとめ 

学校の規模については、小規模校・大規模校双方から様々な意見が挙げられました。

小規模校では雰囲気がよい、顔が見えるなどのメリットがあるものの、人とのかかわ

りが少ない、できない行事があるなどのデメリットも多く挙げられました。 

今後については、市内の児童生徒数の格差を是正するため、学区の見直しや小中一

貫校の設置、学校の整理・統合に関する意見が挙げられました。また、少子化対策を

行い、子ども自体を増やすというアイデアも挙がっています。 
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11 学校のルール・授業全般に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

 

○成田中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○吾妻中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

 

主な現状 

・ルールを守らない

人がいる 

・先生によってクラ

スのルールが違う 

・休み時間が少ない 

・読書時間が少ない 

・宿題をやらない人

がいる 

・学校のルールでわ

かりにくいところ

があるので、確認

したい 

・オープンスクール

など、授業参観以

外の子どもの様

子が見られてよ

い 

・放課後の時間が少

ない 

・遊ぶ時間が少ない 

・学校設備の開放

（放課後）につい

ての認識に違い

がある 

・生き物との触れ合

いに制限がある 

・動物を飼いたい ・制服があまり活用

されていない 

・不登校、引きこも

りがいる 

・先生によって宿題

の量が異なる 

・体力が低下してい

る 

今後必要

なこと 

・読書時間を増やす 

・業間休みやロング

昼休みをつくる 

・ルールを守らなか

ったときのペナル

ティを重くする 

・自分の行動に気を

付けていじめを少

なくする 

・生徒の意見を聞い

てルールを決める 

・自主学習の時間を

短くする 

・全員が発表できる

環境にする 

・道徳の授業を増や

す 

・学校側と児童、保

護者側との間の

考え方を統一さ

せる 

・児童生徒、保護者

向けのルール看

板を設置する 

・たてわり教育を実

施する 

・上級生が下級生の

面倒をみる 

・小学校で読み聞か

せを続ける 

・自然と触れ合う機

会を増やす 

・曜日を決めて昼寝

をする 

・道徳の授業を強化

する 

・クラスの子ども達

に共通の教育を

行う 

・思いやりを持てる

人材を育成する 

・若年教師を対象と

した道徳指導に

関する研修を充

実する 

・人としての礼儀を

身に付ける授業

を増やす 

 

②まとめ 

学校のルール・授業全般については、各中学校区から様々な意見が挙げられました。

児童生徒からは休み時間や読書時間に関すること、ルールを守ることについて、地域

の方からは道徳教育に関する意見が挙げられています。  
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12 あいさつ・仲の良さに関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○成田中学校区 

○中台中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○西中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○遠山中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

主な現状 

・あいさつ運動を実

施している 

・あいさつの声が小

さい 

・児童生徒の仲がよ

い 

・あいさつができて

い る 子 ど も た ち

が多い 

・校長先生の姿勢が

すばらしい 

・先生に熱意がある 

・仲のよい学校であ

る 

・子どもたちが笑顔 

・家庭のしつけを学

校 の 先 生 に 求 め

ている 

・人数が少ないの

で、みんな仲がよ

い 

・あいさつが礼儀正

しい 

・純朴で優しい子ど

もだが、将来社会

の 荒 波 に 耐 え ら

れ な い の で は な

いか 

・子どもたちが親や

先 生 に 対 し て 尊

敬 す る 気 持 ち を

持っていない 

・先生の熱意を感じ

る（学級通信） 

・元気なあいさつ 

・子どもが素直 

・仲がよい 

・小中合同のあいさ

つ 運 動 は よ い 取

り組みである 

・仲間意識が強い 

今後必要

なこと 

・あいさつがたくさ

ん 飛 び 交 う 学 校

にする 

・あいさつをすれば

声が大きくなる 

・先生ともっと気軽

に 話 が で き る よ

うにする 

・あいさつが増える

よ う に イ ベ ン ト

を開く 

・先生と保護者の連

携を強化する 

・先生に子ども達を

叱ってほしい 

・大人がしっかりあ

い さ つ を し て い

る と こ ろ を 見 せ

る 

・保護者は学校や先

生を信頼し、学校

は 保 護 者 に 関 心

を 持 っ て も ら え

るよう、積極的に

働きかけを行う 

・あいさつを家庭で

も教育する 

・感謝をもっと言え

るようにする 

・児童生徒の落ち着

き を 継 続 さ せ て

いく 

・先生との信頼関係

を 強 く し て ほ し

い 

・子育てという観点

で い ろ い ろ な 部

署 が 連 携 し て ほ

しい 

・積極的に大人から

あいさつをする 

・地区であいさつを

実施する 

 

②まとめ 

あいさつ・仲の良さについては、あいさつ運動などの実施により、あいさつができ

ているとの意見が多く挙げられています。また、特に小規模校において、児童生徒の

仲が良いとの意見も多く挙げられました。一方で、良い子が多いため、社会に出てか

らのことを不安視する意見も挙げられています。 

今後については、大人からの積極的なあいさつを行う、あいさつを家庭で教育する

などのアイデアが挙げられています。  
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13 地域環境に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

主な現状 

・自然が多く、生き

物がたくさんい

る 

・自然が多いが、少

し不便である 

・みんなで遊べる公

園がない 

・同じ地域でも設備

に違いがある 

・スクールガードの

おかげで安心で

きる 

・自然はあるが、子

ども達が使える

場所が少ない 

・子どもの人口が少

ない 

・保護者が他人事で

ある 

・子どもの遊び場が

ない 

・地域活動への保護

者の参加が少な

い 

・交通の便が悪い 

・歴史が古く、自然

が豊か 

・近くに同じ年くら

いの子どもがい

ない 

・共働きの家庭が多

い 

・多忙でＰＴＡに協

力できない地域

もある 

・様々な点で恵まれ

た中にいる 

・地域の方の定義が

あいまい 

・公園でボール遊び

ができない 

・人口が減少してい

る 

・環境を大切にした

い 

・地域の人材をどの

ように掘り起こ

すか 

今後必要

なこと 

・自然を生かす 

・公園をつくる 

・学校で遊ぶ 

・歴史で成田市を学

ぶ 

・地域の人と木を植

えるなど、地域活

性化を図る 

・地域の人と学校行

事として学校の

外に行く 

・スクールガードの

世代交代をする 

・帰ってきたくなる

ようなまちにす

る 

・自然環境を守る意

識を育てる 

・小学校を開放する 

・各校ごとに学童保

育を設置する 

・地域の協力を得

て、体験学習を実

施する 

・地域みんなで子ど

もを育てる 

・スクールガードに

見守ってもらう 

・若い人や地域の保

護者の有志の集

まりに協力して

もらう 

・成田市らしい活動

をする 

・地域ごとに子ども

が集まって遊べ

るスペース（公

園）をつくる 

・地域人材リストを

充実する 

・地域、保護者を巻

き込むコーディ

ネート役を確保

する 

・成田市の歴史を大

切にする 

・地域全体の行事を

つくる 

・学校を中心とした

まちづくりを行

う 

・体験活動の機会を

増やす 

・学校の校庭を活用

する 

・外で遊ぶ機会を増

やす 

・学校を中心とした

まちづくりを行

う 

・地域に密着した授

業を行う 

・防災を強化する 

・地域が親の支えに

なる 

・地域人材をデータ

ベース化する 

 

②まとめ 

地域環境については、自然や歴史が充実している一方で、子どもの遊び場が少ない

といった課題が挙げられました。また、今後の地域の活用方法については、人材のリ

スト化や体験活動の実施、学校を中心としたまちづくりなど、様々なアイデアが出さ

れました。  
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14 学力に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

 ○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○西中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○遠山中学校区 

○西中学校区 

○中台中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

主な現状 

 ・テストが嫌いだと

い う 子 ど も ば か

りではない 

・授業外での学校を

利 用 し た 学 力 向

上 の 取 り 組 み が

ある 

・成田市の学力レベ

ル を 公 表 し て ほ

しい 

・家庭学習の習慣に

ク ラ ス 内 で 差 が

ある 

・適度な競争は学習

に必要である 

・行事に追われてい

る 

・一人ひとりに確か

な 学 力 を 身 に 付

け る た め に は ど

うしたらよいか 

・学校ごとに学力の

差がある 

・小学生の中学入学

へ の 不 安 が 大 き

い 

・朝学習の必要な地

域がある 

・学習機会の格差を

な く す 必 要 が あ

る 

今後必要

なこと 

 ・自主的に勉強でき

る シ ス テ ム を つ

くる 

・市内の学力格差を

なくす 

・塾を無料化する 

・放課後に寺子屋の

よ う な 一 般 の 方

の指導を行う 

・先生ではなく、地

域の力を借りる 

・授業内容の見直

し、取捨選択をす

る 

・家庭での学習習慣

をつける 

・学力をしっかりつ

け ら れ る 学 校 に

する 

・放課後を活用した

補習の実施 

・科学教育の推進 

・少人数、習熟度別

の指導の実施 

・先進校を視察する 

・寺子屋のような環

境を整備する 

・職員研修を実施す

る 

・授業を改善する 

・家庭学習の習慣化

を 市 全 体 の 取 り

組みにする 

・奨学金のような制

度を活用する 

・家庭での学習をき

ちんとする 

・親が自覚を持つ 

・地域が先生役にな

る 

・教育格差を埋める

施策が必要 

・放課後を活用した

復習教室の実施 

・中学校区内の教育

を統一化する 

 

②まとめ 

学力については、市内で学習機会や学力に差があるとの意見が挙げられています。

今後については、放課後や長期休暇を利用した学習機会の提供や家庭学習の習慣づけ

など、市全体の学力を底上げするためのアイデアが多く挙げられています。 
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15 教職員の業務に関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

  ○成田中学校区 

○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

○公津の杜中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

 

主な現状 

  ・多忙を感じる 

・学校に多くの希望

が 寄 せ ら れ て い

る 

・授業の準備の時間

がない 

・指導書がほしい 

・調査や出張が多い 

・１年で交代してし

まう先生が多い 

・準要、要保護家庭

が増えたため、学

校 事 務 が 多 忙 化

している 

・部活動の大会が増

え、練習時間が増

加している 

・流行を追いすぎて

いて、教職員の負

担が大きい 

・副担任の先生が異

動すると、指導方

法に差が出る 

・講師の任期が１年

なのはなぜか 

今後必要

なこと 

  ・事務処理作業の市

内統一化 

・校務システムの充

実 

・文書送付の精選 

・完全退勤時刻を設

定する 

・少人数学級にし、

負担を軽減する 

・専門教員の配置 

・教員の人数増 

・支援員の補充 

・業務と部活を切り

離す 

・県や教育委員会に

上申する 

・講師の任期を含

め、児童の立場を

考 慮 し た う え で

規制を見直す 

 

②まとめ 

教職員の業務については、多忙を感じている教職員が多く、特に部活動、学校事務、

調査や出張などの増加が原因として挙げられています。 

今後については、多忙感の解消のため、完全退勤時間の設定、事務処理の効率化や

教員の人員配置に対する要望が挙げられています。  
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16 家庭環境などに関すること 

①主な意見 

 児童生徒 保護者 教職員 地域 

意見が上

がった 

中学校区 

  ○遠山中学校区 

○久住中学校区 

○西中学校区 

○下総中学校区 

○遠山中学校区 

○吾妻中学校区 

○玉造中学校区 

○下総中学校区 

○大栄中学校区 

主な現状 

  ・家庭によってルー

ルが違うため、困

っている 

・コミュニケーショ

ン が 不 足 し て い

る 

・ささいな理由での

欠席が多い 

・ご飯を食べていな

い子がいる 

・夜遅くまで子ども

だ け で い る 家 庭

が増加している 

・核家族化 

・子どもの睡眠時間

が心配 

・生活環境の格差、

家庭の問題、親の

問題が大きい 

・学校によっても保

護 者 の 協 力 に 格

差がある 

・子どもの成長には

家 庭 の 協 力 は 不

可欠である 

今後必要

なこと 

  ・家庭の教育力の向

上 

・父親の教育への参

加 

・幼い子どもを持つ

親 を 育 て る 場 が

必要 

・スクールソーシャ

ル ワ ー カ ー の 活

用 

・「与える」から「一

緒に歩む」 

・自然体験活動や宿

泊 学 習 で た く ま

しさを育む 

・親を恐れずに実態

を知らせる 

・学校と家庭のつな

がりを増やす 

・保護者へ基本的な

育 て 方 な ど を 啓

発する 

・生徒を先生に丸投

げ す る の で は な

く、家庭でも子ど

も た ち の 話 を 聞

く 

・学校にすべてを持

ち 込 ま な い よ う

にする 

・母親だけではな

く、父親も学校に

関 わ れ る 受 け 皿

をつくる 

・子どもと親、先生

の 相 互 理 解 を 深

める 

・学校は確かな学力

をつける場にし、

し つ け は 家 庭 で

行う 

 

②まとめ 

家庭環境については、家庭で行うべきしつけが学校にまかされている、多様な問題

を抱えた家庭が増えているという意見が挙げられています。今後は、親や家庭の教育

力の向上、学校と家庭のつながりを強化するといったアイデアが出されています。 

 


